
鹿児島大学病院長
坂本 泰二

外来診療棟・病棟（A棟）
竣工記念案内

ごあいさつ

この度、新病棟が完成して新病院

での診療が開始しますが、これは鹿

児島大学病院の新たなスタートで

す。これまで以上に、鹿児島における

医療の最後の砦として高品質な医療

を提供し、信頼され安心して受診い

ただける場を目指します。最先端技術

で最良の医療を提供し、患者様や

家族の方 と々のコミュニケーションを

大切にし、温かい雰囲気で皆様の健

康な未来へのサポートに尽力します。

どうぞよろしくお願いいたします。

〒890-8520 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1
TEL: 099-275-5111（代表）

沿　　革
明治 2 年 島津藩医学校及び病院設立
 英国人医師ウイリアム・ウィリ

スが医学校長・病院長に就任
明治13年 県立鹿児島医学校及び附属

病院設立
明治15年 山下町旧軍馬方跡（西郷南洲の私学校跡）に

移転
昭和12年 県立鹿児島病院霧島温泉療養所設立
昭和18年 県立鹿児島医学専門

学校附属病院に改称
昭和24年 県立鹿児島大学医学

部附属病院設立
昭和33年 国へ移管され鹿児島

大学医学部附属病院となる
昭和49年 鹿児島市宇宿町（現

在の桜ヶ丘）に移転
昭和55年 歯学部附属病院設置
平成15年 医学部附属病院と歯

学部附属病院を統
合、医学部・歯学部附
属病院へ改称

平成19年 病院再開発整備開始
平成21年 中央診療棟稼働開始
平成25年 病棟（C棟）稼働開始
平成28年 鹿児島大学病院へ改称
平成30年 病棟（B棟）稼働開始
 霧島リハビリテーションセンター廃止
令和 6 年 外来診療棟・

病棟（A棟）
稼働開始

ウイリアム・ウィリス

医専病院（昭和18年頃）

桜ヶ丘に移転（昭和49年）

外来診療棟・病棟（A棟）竣工（令和6年1月）



●医療情報部　●感染制御部　●医療安全管理部
●医療技術部　●事務部門　●会議室
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●眼科　●産婦人科　●耳鼻咽喉科・頭頸部外科
●泌尿器科　●皮膚科　●神経科精神科
●臨床研究管理センター

医
科
外
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●一般内科外来
●一般外科外来
●臨床心理室

医
科
外
来

●光学医療診療部
●中央採液室

中
央
診
療
部
門

●口腔外科　●口腔顎顔面外科
●歯科麻酔科　●全身管理治療部
●矯正歯科　●歯周病科　●冠・ブリッジ科
●義歯インプラント科　●歯科総合診療部
●口腔保健科　●保存科

歯
科
外
来

●看護部
管
理
部
門

●整形外科・リウマチ外科　●麻酔科　●化学療法室
●栄養相談室　●患者サロン　●病理部
●手術部（受付・術前外来）　●腫瘍センター
●ME機器センター　●緩和ケア・褥瘡対策室

医
科
外
来

●病室801～（HCU・心臓血管内科・心臓血管外科）
●看護師特定行為研修センター　●研修歯科医室

●小児科
●小児外来
●小児歯科

小
児
系
外
来

●病室901～
　（婦人科・リハビリテーション科）

●総合受付　●医務課　●地域医療連携センター　●薬剤部
●病理解剖室　●防災センター

外来診療棟・病棟（A棟）施設概要21世紀に輝くヒューマントータルケア病院

○建築面積....4,674.68㎡
○延床面積....28,844.08㎡
○構造............鉄骨鉄筋コンクリート造 免震構造
○階数............地下1階・地上8階建
○病床数........一般病棟112床（うちHCU 8床）
○開院時期....令和6年9月全面開院
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鹿児島市宇宿町
（現在の桜ヶ丘）に移転

（昭和49年）

1974

前身の県立鹿児島医学
専門学校附属病院

（鹿児島市山下町、現在の城山町）
（昭和18年）

1943
移転整備前の桜ヶ丘地区

（昭和40年）

1965

病棟（C棟）稼働開始
（平成25年）

2013

病棟（B棟）稼働開始
（平成29年）

2017

鹿児島大学病院では、「21世紀に輝くヒューマン
トータルケア病院」を目指し、平成17年度から病院再
開発計画に着手してまいりました。このたび、令和２年3
月より着工した外来診療棟・病棟（A棟）が令和６年１月
に竣工し、新しい鹿児島大学病院に生まれ変わります。
外来診療棟・病棟（A棟）は、敷地のほぼ中央に位置

し、手術部のある中央診療棟や救急集中治療棟、病棟
（B棟・C棟）等との連携を図り、病院機能を強化する役
割を担っています。

A棟

B棟 C棟

中央診療棟

さくらぴあ
（アメニティ施設）

外来部門における
低侵襲治療の推進及び機能強化
内視鏡検査室を５室、透視検査室２室を完備し、
低侵襲治療の機能を強化しました。チーム医療を
活かした診察室・処置室を機能的に配置し、高度
な診療・検査・治療を提供できる医療環境を提供
します。

重症ユニット
HCU（高度治療室）を設置
既設の救命救急センターやICU（集中治療室）な
ど、重症ユニットの充実、連携を図り、鹿児島県の
高度急性期医療の中核的な役割を果たします。

がん診療連携拠点病院としての
機能強化
外来化学療法室を１１床から２１床に増床するとと
もに、外来化学療法室・腫瘍センター・緩和ケア・
患者サロンを同じフロアに集約し、がん診療連携
拠点病院としての機能を強化しました。

医科歯科連携による
特色ある診療を推進
患者さんの全身管理を行える医療機関として、歯
科フロアへ手術室を整備し、機能的な外来を整備
しました。また、小児科・小児外科・小児歯科を統
合し、小児外来を集約しました。

外来診療棟・病棟（A棟）の特色


